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(
2
)
 

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
前
号
掲
載
の
拙
稿
H
「
『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法
(
1
)

|
|
巻
頭
遁
世
者
説
話
群
の
意
味
す
る
も
の
|
|
」
を
承
け
る
も
の
で
あ

る
。
前
稿
末
尾
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
『
発
心
集
』
に
は
、
聖
徳
太

子
・
行
基
・
貧
打
者
が
登
場
す
る
説
話
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
発

心
集
』
の
〈
仏
法
〉
観
を
考
え
る
際
に
、
幾
分
か
の
手
掛
か
り
と
な
る
よ

う
に
思
え
る
。
事
態
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
理
解

し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
『
今
昔
』
は
、
本
朝
仏
法
部
の

官
頭
を
、
こ
の
三
人
の
説
話
で
以
て
構
築
し
て
い
る
。
前
田
雅
之
氏
は
そ

れ
を
「
日
本
仏
法
の
創
始
」
「
民
間
仏
教
の
創
始
」
「
山
岳
仏
教
の
創
始
」

を
担
う
も
の
と
し
、
三
人
の
関
係
を
「
日
本
の
仏
法
の
原
基
的
構
造
」
を

表
わ
す
も
の
と
評
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
発
心
集
』
は
、
こ
の
「
本

朝
独
自
の
」
「
仏
法
の
原
基
的
構
造
」
に
、
ほ
と
ん
ど
何
の
関
心
も
示
そ
う

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
2
)

田

中

，三~

刀て

博

と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
こ
の
三
人
の
説
話
に
続
け
て
、
本
朝
へ
の

仏
法
伝
来
調
や
寺
院
草
創
部
を
類
衆
し
、
我
が
国
に
お
け
る
仏
法
繁
昌
の

次
第
を
、
諸
宗
・
諸
大
寺
の
隆
盛
で
以
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ

が
『
発
心
集
』
は
、
そ
の
よ
う
な
諸
宗
の
宗
祖
や
宗
門
の
起
源
と
か
、
寺

院
草
創
の
縁
起
な
ど
と
い
っ
た
事
象
に
つ
い
て
も
、
大
し
た
関
心
を
示
し

て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
巻
頭
に
遁
世
者
の

境
界
離
脱
諦
を
類
衆
し
、
遁
世
者
を
鎖
仰
す
る
一
方
、
南
都
仏
教
・
天
台

山
門
・
天
台
寺
門
・
真
言
密
教
を
逐
次
相
対
化
し
て
み
せ
て
も
い
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
聞
か
れ
る
説
話
世
界
は
、
『
今
昔
』
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
と

は
、
自
ず
と
懸
隔
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

実
際
、
『
発
心
集
』
が
肯
定
的
に
描
く
遁
世
者
逮
は
、
「
社
会
的
存
在
と

し
て
の
仏
教
、
つ
ま
り
現
実
の
寺
社
勢
力
」
と
し
て
の
〈
仏
法
〉
を
厭
離

し
、
遠
国
流
浪
あ
る
い
は
山
林
隠
棲
を
選
ん
だ
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
貴

|
|
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
|
|

四
五



族
道
心
調
に
お
い
て
、
主
人
公
達
が
厭
離
の
対
象
と
す
る
も
の
は
、
摂
関

制
最
盛
期
の
時
代
相
で
あ
っ
た
り
、
院
政
期
の
複
雑
な
政
治
状
況
で
あ
っ

た
り
す
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
れ
は
「
政
治
権
力
あ
る
い
は
具
体

的
な
政
治
勢
力
」
と
し
て
の
〈
王
法
〉
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ

を
要
す
る
に
、
『
発
心
集
』
で
鏑
仰
さ
れ
て
い
る
の
は
、
〈
仏
法
〉
〈
王
法
〉

の
価
値
を
相
対
化
し
、
そ
の
規
制
の
坪
外
へ
の
脱
出
を
志
向
し
た
人
々
で

あ
っ
た
と
ヨ
?
え
る
。
こ
こ
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
構
想
と
、
『
発
心
集
』

の
説
話
世
界
と
の
異
同
・
違
和
は
、
必
然
の
も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
る
こ

と
と
な
る
。
単
純
に
話
材
や
話
柄
だ
け
を
み
る
と
、
源
大
夫
説
話
を
は
じ

め
寂
心
・
寂
照
の
説
話
等
々
と
、
少
な
か
ら
ぬ
も
の
を
共
有
し
つ
つ
、
『
今

昔
』
と
『
発
心
集
』
の
聞
に
は
、
か
な
り
の
径
庭
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
以

下
、
こ
の
よ
う
な
展
望
の
下
に
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
聖

徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
と
い
う
事
実
を
確
認
し
、
そ
の
意
味
を

問
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

聖
徳
太
子
が
、
本
朝
仏
法
史
の
始
原
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
今
さ
ら
費
言
を
要
す
ま
い
。
『
日
本
霊
異
記
』
『
日
本
往
生
極

楽
記
』
『
三
宝
絵
』
『
法
華
験
記
』
の
構
成
は
、
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
明

ら
か
に
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
今
昔
物
語
集
』
も
ま
た
、
そ
の
系
譜
を

四
/、

承
け
、
本
朝
部
巻
第
十
一
を
「
聖
徳
太
子
於
此
朝
始
弘
仏
法
語
第
一
」
で

始
め
て
い
る
。
こ
こ
で
太
子
が
〈
本
朝
仏
法
の
祖
〉
と
し
て
遇
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
天
竺
部
巻
頭
の
釈
尊
説
話
と
の
対
応
を
確
認
す
る
ま
で
も
な

く
、
も
は
や
自
明
の
こ
と
と
言
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
こ
れ
を
進
め
て
、
太

子
が
「
仏
法
と
王
権
・
国
家
相
方
に
跨
が
る
二
重
存
在
と
し
て
、
あ
る
い

は
、
三
国
意
識
に
対
蹴
す
る
自
国
意
識
の
根
源
」
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う

指
摘
も
、
従
う
べ
き
理
解
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

と
こ
ろ
が
『
発
心
集
』
の
場
合
は
ど
う
か
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
み
な
ら

ず
、
右
に
掲
げ
た
一
連
の
先
行
説
話
集
や
同
時
代
の
諸
書
と
比
べ
て
も
、

聖
徳
太
子
へ
の
関
心
の
低
さ
に
は
、
何
か
際
立
っ
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

事
実
『
発
心
集
』
に
は
、
聖
徳
太
子
本
人
が
登
場
す
る
説
話
が
一
つ
も
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
語
る
機
会
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
例

え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
た
〈
片
岡
山
飢
人
説
話
〉
な
ど
は
、
何
度
で
も
持
ち

出
す
機
会
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
ま
た
、
兼
ね
て
死
期
を
予
知
し
た
と
い
う

伝
承
や
、
臨
終
時
の
荘
厳
・
奇
瑞
の
様
子
な
ど
も
、
往
生
人
の
行
状
を
伝

え
る
こ
と
の
多
い
『
発
心
集
』
で
あ
れ
ば
、
言
及
す
る
機
会
は
少
な
く
な

か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
事
実
と
し
て
『
発
心
集
』
全
舗
に
、
聖

徳
太
子
の
影
を
見
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
叶
わ
な
い
。

唯
一
「
太
子
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
巻
第
七
の
第
五
話
「
太
子
御
墓

覚
能
上
人
、
好
=
管
弦
寸
事
」
で
あ
る
。
そ
れ
と
て
、
起
筆
部
に
「
太
子
ノ



御
基
ニ
、
覚
能
ト
云
聖
有
ケ
リ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
主
人
公
の
居
所
紹
介

以
上
の
情
報
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
「
御
墓
」

(
H
磯
長
基
)

に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
御
廟
寺
と
し
て
叡
福
寺
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
党
能
も
こ
の
寺
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
が
、
彼
の
よ
う
な
「
聖
」
「
上
人
」
が
、
こ
こ
で
何
を
勤
め
と
し
て

い
た
の
か
。
事
は
、
中
世
太
子
信
仰
の
一
結
節
点
目
叡
福
寺
の
実
情
解
明

と
も
関
わ
る
こ
と
ゆ
え
、
ま
こ
と
に
ゆ
か
し
い
限
り
な
の
だ
が
、
そ
の
委

細
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
編
者
の
関
心
は
、
ひ
と
え
に
「
管
弦
モ
、

浄
土
ノ
業
ト
信
ズ
ル
人
ノ
為
ニ
ハ
、
往
生
ノ
業
ト
ナ
レ
リ
」
と
い
う
結
論

に
集
約
さ
れ
る
。
実
際
、
党
能
な
る
人
物
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、
管

弦
へ
の
偏
愛
と
、
そ
れ
を
機
縁
と
す
る
往
生
の
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

数
奇
者
往
生
説
話
の
範
囲
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
説
話
末
に
、
覚
能
の
死
後
「
四
十
九
日
ト
云
ニ
、
其
身
イ
ヅ
チ
ト

モ
ナ
ク
失
テ
、
見
ヘ
ズ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
あ
る
点
に
は
、
注
意
を
払
っ
て

お
き
た
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
〈
戸
解
仙
〉
を
想
起
さ
せ
る
記
事
で
あ
り
、

こ
こ
に
一
話
の
中
で
、
聖
徳
太
子
と
戸
解
の
要
素
が
出
揃
う
こ
と
と
な
る
。

だ
が
、
こ
の
絶
好
の
機
会
に
お
い
て
な
お
、
〈
片
岡
山
飢
人
説
話
〉
が
言
及

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
太
子
ノ
御
墓
」
に
暮
ら
す
聖
が
、
往

生
の
後
に
戸
解
を
遂
げ
た
と
い
う
伝
承
に
は
、
そ
れ
自
体
、
太
子
信
仰
の

投
影
を
予
想
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
が
あ
る
。
だ
が
『
発
心
集
』
は
、
そ

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
2
)

の
よ
う
な
隠
れ
た
文
脈
を
顕
在
化
す
る
こ
と
に
、
ま
っ
た
く
意
を
用
い
た

形
跡
が
な
い
。
ど
う
や
ら
編
者
の
意
識
は
、
党
能
説
話
の
〈
場
〉
H
『
太

子
ノ
御
基
」
の
意
義
や
、
説
話
生
成
の
背
景
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
ら
し
い
。

聖
徳
太
子
へ
の
関
心
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
四
天
王
寺
関
係
説
話

か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
巻
第
一
第
十
話
「
天
王
寺
聖
、
隠
徳
ノ
事
付
乞

食
型
ノ
事
」
は
、
市
中
の
隠
徳
聖
に
つ
い
て
語
る
一
段
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
「
近
比
、
天
王
寺
ニ
聖
有
ケ
リ
」
と
紹
介
さ
れ
、
そ
の
言
種
か
ら
「
瑠

璃
」
と
過
称
さ
れ
る
人
物
は
、
「
物
グ
ル
イ
」
と
「
ソ
シ
リ
イ
ヤ
シ
メ
」
ら

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
実
像
は
天
台
法
門
の
奥
旨
に
通
じ
た
碩
学

で
あ
り
、
徳
が
顕
れ
た
後
に
は
「
権
者
」
と
ま
で
尊
崇
さ
れ
る
が
、
「
加
様

ニ
人
ニ
知
ラ
レ
ヌ
ル
事
ヲ
ウ
ル
サ
ク
」
思
っ
て
失
跡
し
、
人
知
れ
ず
往
生

を
遂
げ
て
い
た
と
い
う
。
ま
さ
に
、
『
摩
詞
止
観
』
の
勧
説
す
る
隠
徳
の
た

め
の
伴
狂
を
、
地
で
行
っ
た
観
の
あ
る
説
話
で
あ
る
が
、
一
方
で
こ
の
話

は
『
日
本
霊
異
記
』
以
来
の
〈
隠
身
の
聖
〉
説
話
の
系
譜
を
引
く
も
の
で

も
あ
る
。

こ
の
聖
は
「
布
ノ
ツ
ぐ
リ
、
紙
ギ
ヌ
ナ
ム
ド
ノ
、
云
ハ
カ
リ
ナ
ク
、
ュ
、

シ
ゲ
ニ
ヤ
レ
ハ
ラ
メ
キ
タ
ル
」
を
着
て
い
た
と
描
か
れ
る
。
ま
た
「
布
袋

ー

l
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
|
|
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七



ノ
キ
タ
ナ
ゲ
ナ
ル
ニ
、
コ
ヒ
集
メ
タ
ル
物
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
取
入
テ
、
ア
リ
キ

ア
リ
キ
是
ヲ
食
」
い
、
童
部
達
が
「
イ
ク
ラ
ト
モ
ナ
ク
笑
ヒ
ア
ナ
ヅ
」
っ

て
い
た
と
も
い
う
。
こ
の
汚
識
に
ま
み
れ
た
外
装
の
描
写
や
、
子
供
達
の

無
遠
慮
な
噺
弄
の
記
事
は
、
賎
視
さ
れ
排
除
さ
れ
る
人
物
の
中
に
こ
そ
、

聖
な
る
存
在
が
潜
む
と
い
う
不
思
議
を
、
鮮
明
に
描
く
た
め
の
も
の
と
し

て
あ
る
。
ま
さ
に
〈
隠
身
の
聖
〉
の
話
型
に
相
応
し
い
叙
述
と
言
え
よ
う
。

類
例
は
巻
第
一
第
三
話
「
平
等
供
奉
、
離
レ
山
ヲ
趣
二
異
州
一
-
事
」
な
ど
に
も

指
摘
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
の
四
天
王
寺
関
係
説
話
、
巻
第
七

第
十
二
話
「
心
戒
上
人
、
不
レ
留
レ
跡
ヲ
事
」
と
の
関
係
に
注
意
し
た
い
。

主
人
公
心
戒
は
、
「
俗
姓
ハ
、
花
園
殿
ノ
御
末
ト
カ
ヤ
。
八
嶋
ノ
オ
ト
て

ノ
子
ニ
シ
テ
、
宗
親
ト
テ
、
阿
波
ノ
守
ニ
ナ
サ
レ
タ
リ
シ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
平
家
に
繋
が
る
人
物
で
あ
っ
た
が
、
「
平
家
ホ
ロ
ピ
テ
、
世
ノ
中
目
前

ニ
跡
カ
タ
ナ
ク
」
な
っ
た
状
況
下
、
高
野
聖
の
境
涯
に
身
を
投
じ
る
。
そ

の
後
、
入
宋
経
験
や
諸
国
流
浪
の
果
て
に
、
「
人
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
使
ク
ロ
ミ

タ
ル
」
姿
で
、
「
紙
ギ
ヌ
ノ
キ
タ
ナ
ゲ
ニ
ハ
ラ
ハ
ラ
ト
破
タ
ル
」
を
着
て
、

「
童
部
ア
マ
夕
、
後
ニ
タ
テ
¥
物
ク
ル
イ
ト
笑
ノ
シ
ル
」
の
を
引
き
連
れ

て
登
場
す
る
。
そ
の
来
訪
を
受
け
て
、
聖
の
行
状
の
目
撃
者
と
な
っ
た
の

が
、
『
天
王
寺
ニ
理
円
坊
ト
テ
住
給
」
と
紹
介
さ
れ
る
心
戒
の
妹
で
あ
っ
た
。

こ
の
兄
妹
再
会
の
舞
台
は
、
理
円
坊
の
住
む
四
天
王
寺
界
隈
と
み
て
よ
い
。

こ
の
話
と
、
巻
第
一
第
十
話
の
「
瑠
璃
」
聖
の
説
話
と
は
、
そ
の
深
層
で

四
八

根
を
共
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
説
話
が
、
四
天
王
寺
を
〈
場
〉
と
し
て
語
ら
れ
た
の
は
、

実
際
に
こ
の
寺
の
界
隈
が
、
賎
民
や
編
者
と
い
っ
た
「
制
外
者
」
の
集
ま

る
「
一
種
の
ア
ジ

l
ル
」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
関
与
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
の
草
創
に
か
か
る
仏
法
初
発
の

地
H
四
天
王
寺
は
、
太
子
信
仰
の
隆
盛
の
も
と
、
王
候
貴
顕
と
衆
庶
・
被

差
別
民
が
交
錯
す
る
境
界
領
域
的
な
〈
場
〉
で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
よ
う

な
四
天
王
寺
の
〈
場
〉
と
し
て
の
性
格
は
、
聖
と
俗
・
貴
と
賎
・
浄
と
織
と

が
揮
然
一
体
化
す
る
中
か
ら
、
「
権
者
」
が
顕
現
す
る
と
語
る
〈
隠
身
の
聖
〉

説
話
に
、
ま
こ
と
に
相
応
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
『
発
心
集
』

編
者
に
と
っ
て
も
、
十
分
に
了
解
範
囲
内
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
こ
の
両
話
の
ど
こ
に
も
、
話
の
舞
台
が
他
な
ら
ぬ
四
天
王
寺
で
あ
る

こ
と
に
、
格
段
に
顧
慮
し
た
物
言
い
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
多
少
と
も
不
自
然
な
観
が
す
る
し
、
も
う
少
し
立
ち
入

っ
た
言
及
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
特
に
「
瑠
璃
」
聖
の
説
話
の
場

合
、
乞
食
に
見
紛
う
「
権
者
」
と
の
避
遁
と
い
う
点
で
い
う
な
ら
、
こ
れ

ま
た
〈
片
岡
山
飢
人
説
話
〉
へ
の
回
路
が
開
け
て
い
た
は
ず
だ
。
ま
た
「
心

戒
」
説
話
に
つ
い
て
も
、
「
建
礼
門
院
ニ
八
条
殿
ト
聞
へ
シ
」
女
性
(
妹
)

が
天
王
寺
を
居
所
と
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、
語
る
こ
と
も
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
平
氏
滅
亡
後
の
時
代
相
の
中
で
、
敗
者
に
繋
が
る



女
人
が
こ
の
地
に
身
を
寄
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
四
天
王
寺

と
い
う
〈
場
〉
の
ア
ジ

l
ル
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

も
し
、
こ
の
間
の
事
情
を
丁
寧
に
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
話
の
中
で

四
天
王
寺
の
合
意
す
る
と
こ
ろ
は
、
も
っ
と
大
き
な
も
の
と
な
り
得
た
だ

ろ
う
。さ

て
、
四
天
王
寺
関
係
説
話
と
し
て
は
も
う
一
例
、
巻
第
三
第
六
話
「
或

女
房
、
参
ニ
天
王
寺
一
-
入
レ
海
ェ
事
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
娘
を
亡
く
し
た

女
房
が
、
難
波
の
海
に
入
水
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
捨
身
の

志
を
胸
中
に
秘
め
、
都
か
ら
下
向
し
た
女
房
は
、
天
王
寺
に
辿
り
着
き
「
日

毎
ニ
堂
ニ
マ
イ
リ
テ
、
ヲ
ガ
ミ
メ
グ
」
り
「
一
心
ニ
念
仏
ヲ
申
」
し
、
布

施
を
「
御
舎
利
ニ
奉
」
っ
た
り
し
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り
の
記
述
は
、
「
鳥

羽
院
ノ
御
時
」
と
さ
れ
る
説
話
当
時
の
、
参
詣
者
の
動
静
が
窺
え
て
興
味

深
い
が
、
こ
れ
以
上
の
情
報
が
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

結
局
、
こ
の
女
房
は
「
天
王
寺
西
門
ぎ
わ
の
岸
か
ら
入
水
す
べ
く
乗
船

し
て
行
く
」
こ
と
と
な
る
が
、
当
時
、
寺
の
鳥
居
に
は
「
当
極
楽
東
門
中

心
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
銘
文
に
つ
い
て
『
今
昔
物

語
集
』
は
、
太
子
自
ら
が
寺
の
「
西
門
」
に
書
い
た
も
の
と
し
、
さ
ら
に

「
是
ニ
依
テ
、
諸
人
彼
ノ
西
門
ニ
シ
テ
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
。
子
今
不
絶

シ
テ
、
不
参
ヌ
人
無
シ
」
と
特
記
す
る
。
史
実
の
詮
索
は
措
く
と
し
て
も
、

四
天
王
寺
近
隣
の
地
に
集
ま
る
極
楽
願
生
者
逮
の
心
に
、
ほ
ぽ
自
明
の

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
2
)

前
提
と
し
て
、
聖
徳
太
子
へ
の
結
縁
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

な
『
今
昔
』
の
記
事
か
ら
も
、
十
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ

が
、
こ
こ
で
も
な
お
『
発
心
集
』
は
、
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
何
ら
言
及
す

る
と
こ
ろ
が
な
い
。
西
門
の
彼
方
の
難
波
の
海
に
沈
む
夕
陽
を
眺
め
、
極

楽
の
荘
厳
を
観
じ
て
往
生
を
期
す
人
々
は
、
同
時
に
太
子
信
仰
に
繋
が
れ

る
人
々
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
本
話
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
意
識

に
支
え
ら
れ
、
生
成
・
伝
承
さ
れ
た
捨
身
往
生
諦
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い

が
、
そ
れ
を
顕
在
化
さ
せ
る
方
向
で
の
叙
述
は
、
遂
ぞ
試
み
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

以
上
に
み
る
よ
う
に
『
発
心
集
』
は
、
聖
徳
太
子
の
御
廟
寺
で
あ
っ
た

叡
福
寺
は
も
と
よ
り
、
太
子
信
仰
の
一
大
結
節
点
で
あ
っ
た
四
天
王
寺

を
〈
場
〉
と
す
る
説
話
に
お
い
て
す
ら
、
太
子
へ
の
関
心
を
表
立
っ
て
示

す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
説
話
レ
ベ
ル
で
の
援
用
・
挿
入
を
行
わ
な
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
上
宮
太
子
ノ
御
建
立
、
働
法
最
初
ノ

四
天
王
寺
」
(
雑
談
集
)
と
か
「
働
法
最
初
の
霊
地
」
(
平
家
物
語
)
な
ど

と
い
っ
た
、
半
ば
定
型
句
化
し
た
常
套
表
現
が
、
本
文
に
添
加
さ
れ
る
こ

と
さ
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
記
憶
に
留

め
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
中
古
・
中
世
の
説
話
集
の
多
く
が
、
機
を
と
ら

え
折
り
を
み
て
聖
徳
太
子
に
言
及
し
よ
う
と
す
る
中
で
、
こ
れ
は
『
発
心

集
』
の
有
意
な
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

|
|
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
|
|

四
九



ど
う
や
ら
『
発
心
集
』
編
者
に
と
っ
て
、
遠
く
守
屋
と
の
合
戦
に
ま
で

遡
る
寺
院
縁
起
的
叙
述
は
、
ほ
ぽ
関
心
の
坪
外
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、

太
子
草
創
の
昔
に
思
い
を
馳
せ
、
「
此
ノ
天
王
寺
ハ
、
必
ズ
人
可
参
キ
寺
也
。

聖
徳
太
子
ノ
正
ク
仏
法
ヲ
伝
へ
ム
ガ
為
ニ
、
此
ノ
国
ニ
生
レ
給
テ
、
専
ラ

【

uv

願
ヲ
発
テ
造
リ
給
ヘ
ル
寺
也
」
な
ど
と
、
こ
と
さ
ら
に
強
調
・
教
示
す
る

立
場
か
ら
も
遠
か
っ
た
よ
う
だ
。
本
朝
に
お
け
る
仏
法
の
繁
昌
を
、
寺
の

創
立
と
そ
の
後
の
繁
栄
の
確
認
を
通
し
て
語
ろ
う
と
い
う
構
想
は
、
『
今

昔
物
語
集
』
の
〈
仏
法
〉
観
に
は
あ
っ
て
も
、
『
発
心
集
』
と
は
縁
遠
い
も

の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
聖
徳
太
子
へ
の
関
心
の
希
薄
さ
も
、
こ
の
よ
う
な

〈
仏
法
〉
観
と
の
関
わ
り
か
ら
も
、
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で

あ
る
。さ

て
、
『
発
心
集
』
に
お
け
る
不
在
が
問
題
と
な
る
の
は
、
聖
徳
太
子
だ

け
で
は
な
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
部
官
頭
に
配
さ
れ
た
三
人
の
う
ち
、

残
る
行
基
と
役
行
者
に
つ
い
て
も
『
発
心
集
』
は
ま
っ
た
く
語
る
と
こ
ろ

が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
多
少
と
も
奇
妙
な
現
象
の
よ
う
に
思

え
て
く
る
。
と
り
わ
け
、
行
基
の
よ
う
に
官
大
寺
に
属
さ
ず
、
民
衆
教
化

や
社
会
的
作
善
に
遊
化
し
た
人
物
の
伝
承
は
、
と
き
に
太
子
説
話
以
上

に
『
発
心
集
』
に
適
し
た
話
柄
と
な
り
得
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、

五
O 

実
際
に
行
基
本
人
が
登
場
す
る
説
話
は
一
つ
も
採
ら
れ
て
い
な
い
し
、
派

生
的
・
付
加
的
に
名
前
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
行
基
に
つ
い
て
語
る
機
会
は
多
々
あ
っ
た
は
ず
で
、
聖
徳

太
子
と
四
天
王
寺
の
関
係
に
か
け
て
言
う
な
ら
、
東
大
寺
関
連
説
話
な
ど

が
そ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
言
う
と
、
巻
第
二
第
二
話
「
禅

林
寺
永
観
律
師
ノ
事
」
に
は
、
白
河
院
の
信
頼
を
受
け
た
永
観
が
東
大
寺

を
修
造
し
た
話
が
採
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
第
七
の
第
十
話
「
阿
閤
梨

実
印
、
大
仏
供
養
ノ
時
、
滅
レ
罪
ヲ
事
」
と
第
十
三
話
「
斉
所
権
介
成
清
ノ

子
、
住
ニ
高
野
一
-
事
」
で
は
、
二
度
に
わ
た
り
近
時
の
「
東
大
寺
ノ
大
仏
供

養
」
が
語
ら
れ
、
田
舎
人
の
参
集
ぶ
り
や
「
勧
進
ノ
聖
」
ま
で
が
言
挙
げ

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
説
話
に
つ
い
て
も
、
天
平
の
昔
の
大
仏

開
眼
供
養
時
に
「
勧
進
」
を
果
た
し
た
行
基
の
こ
と
が
連
想
さ
れ
た
り
、

派
生
的
に
話
題
と
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
一
切
な
い
。

行
基
に
つ
い
て
も
、
聖
徳
太
子
の
場
合
同
様
『
日
本
霊
異
記
』
以
下
、

依
る
べ
き
資
料
に
事
欠
か
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
実
際
、
『
発
心
集
』
と
睡
を

接
し
て
成
立
し
た
『
古
事
談
』
な
ど
は
、
そ
の
巻
第
三
「
僧
行
」
筋
を
東

大
寺
関
連
説
話
で
始
め
、
第
三
話
以
下
三
話
連
続
で
行
基
に
説
き
及
ん
で

い
る
。
ま
た
、
仮
に
『
発
心
集
』
編
者
が
鴨
長
明
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

言
う
な
ら
、
『
奥
義
抄
』
『
古
来
風
体
抄
』
等
の
歌
書
が
記
す
と
こ
ろ
の
、

行
基
の
前
世
を
語
る
い
わ
ゆ
る
〈
真
福
田
丸
説
話
〉
に
触
れ
て
い
た
こ
と



も
、
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。
和
歌
に
関
わ
る
伝
承
の
世
界
か
ら
も
、
行
基

説
話
を
引
き
出
す
回
路
は
聞
か
れ
て
い
た
は
ず
な
の
だ
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
『
宝
物
集
』
な
ど
も
引
く
「
百
さ
か
や
や
そ
さ
か
そ
へ

て
給
ひ
て
し
ち
ぶ
さ
の
む
く
ひ
け
ふ
ぞ
我
す
る
」
と
い
う
行
基
伝
承
歌
に

つ
い
て
も
同
断
で
あ
る
。
こ
の
歌
な
ど
、
母
の
愛
を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
す

る
巻
第
五
の
第
十
四
話
「
勤
操
、
憐
-
一
栄
好
寸
事
」
や
第
十
五
話
「
正
算
僧

都
ノ
母
、
為
民
子
ノ
志
深
事
」
、
あ
る
い
は
恵
心
の
母
を
語
る
巻
第
七
第
九
話

「
恵
心
僧
都
、
随
-
一
母
ノ
心
一
-
遁
世
ノ
事
」
あ
た
り
で
採
り
上
げ
、
行
基
説
話

を
語
り
出
す
る
契
機
に
し
て
も
良
さ
そ
う
に
思
え
る
が
、
そ
う
は
な
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
『
発
心
集
』
編
者
は
や
は

り
行
基
に
つ
い
て
も
、
機
会
を
と
ら
え
て
積
極
的
に
語
っ
て
お
こ
う
と
い

っ
た
熱
意
は
、
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
太
子
信
仰
に
疎
遠
な
態
度
を
見
せ
た
編
者
は
、
行

基
を
〈
菩
薩
〉
と
敬
慕
・
鎖
仰
す
る
伝
統
と
も
、
近
し
い
関
係
に
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
行
基
の
説
話
は
、
諸
々
の
仏
教
説
話
集
に
記

録
さ
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
そ
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
摂
河
泉
地
域
に
、

地
着
き
の
伝
承
と
し
て
存
し
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
が
、
『
発
心
集
』
が

そ
の
種
の
説
話
を
伝
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
附
の
事
情
は
、
役
優
婆
塞

に
つ
い
て
み
て
も
、
共
通
す
る
よ
う
だ
。
役
行
者
本
人
の
登
場
す
る
説
話

は
な
い
し
、
行
者
の
草
創
が
伝
え
ら
れ
る
霊
場
に
即
し
て
、
そ
の
事
跡
や

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
2
)

名
前
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

も
と
よ
り
『
発
心
集
』
編
者
が
、
役
行
者
の
よ
う
な
山
林
修
行
者
に
対

し
て
、
冷
淡
・
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
実
際
、
巻
第
四
冒
頭

に
は
、
第
一
話
「
三
昧
座
主
ノ
弟
子
、
得
法
華
経
験
ノ
事
」
・
第
二
話
「
浄

蔵
貴
所
、
飛
レ
鉢
ヲ
事
」
と
、
二
話
連
続
で
人
跡
絶
え
た
山
中
に
居
す
験
力

絶
倫
の
持
経
仙
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
鎖
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
も
い
る
。

し
か
も
、
第
一
話
の
方
は
「
熊
野
ヨ
リ
大
峯
ニ
入
テ
、
ミ
出
掛
へ
出
ル
間
ニ

道
ヲ
フ
ミ
タ
ガ
ヘ
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
空
間
的
に
も
役
行
者
の
活
動
園

と
重
な
る
地
が
、
説
話
の
〈
場
〉
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
で
も
な
お
、

彼
ら
山
林
修
行
者
の
始
原
に
立
つ
役
行
者
に
つ
い
て
、
た
だ
の
一
言
も
言

及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

さ
ら
に
巻
第
八
に
ま
で
限
を
移
す
と
、
第
十
話
「
於
一
J

金
峯
山
一
-
犯
レ
妻
ヲ

者
、
経
一
円
年
ヲ
為
レ
盲
ト
事
」
に
は
、
「
御
撤
」
へ
詣
で
た
夫
婦
が
「
礼
堂
」

で
燐
合
の
不
浄
を
犯
し
、
厳
罰
を
被
っ
た
と
い
う
現
報
課
が
語
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
話
で
「
金
剛
蔵
王
」
は
、
一
旦
は
夫
婦
の
過
失
を
許
す
も
、
後

日
の
神
意
を
軽
ん
じ
た
放
言
に
厳
罰
を
下
し
、
柔
和
・
憤
怒
の
両
面
性
を

見
せ
る
。
だ
が
、
そ
の
「
金
剛
蔵
王
」
が
「
此
ノ
優
婆
塞
ノ
行
出
シ
奉
リ

給
ヘ
ル
」
神
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
『
発
心
集
』
は
語
ろ
う
と
は
し
て
い
な

い
。
も
し
仮
に
、
こ
の
点
を
話
末
評
論
部
な
ど
で
語
っ
て
お
い
た
な
ら
、

本
話
の
伝
え
る
際
や
か
な
悪
報
の
事
実
は
、
役
行
者
開
創
以
来
の
山
岳
仏

|
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教
の
厳
存
を
、
金
剛
蔵
王
の
霊
威
の
確
認
を
通
し
て
、
し
っ
か
り
と
示
す

も
の
と
な
り
得
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
事
実
と
し
て
『
発
心
集
』
は
、
金
山
車
山
や
金
剛
蔵
王
に
ふ
れ
る
説

話
で
す
ら
、
ま
っ
た
く
役
行
者
に
説
き
及
ぶ
こ
と
が
な
い
。
編
者
は
、
金

峯
山
の
〈
場
〉
と
し
て
の
意
味
を
、
始
原
に
遡
っ
て
明
示
す
る
と
い
っ
た

よ
う
な
志
向
は
、
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
、

四
天
王
寺
関
係
説
話
に
お
け
る
〈
場
〉
の
持
つ
意
味
を
、
聖
徳
太
子
の
草

創
に
遡
求
し
太
子
信
仰
の
文
脈
の
中
で
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、

正
し
く
対
応
し
て
い
る
。

四

以
上
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
勘
案
す
る
と
、
『
発
心
集
』
に
お
け
る
聖
徳
太

子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
に
つ
い
て
は
、
単
に
編
者
の
関
心
の
有
無
と

い
っ
た
程
度
の
説
明
だ
け
で
は
、
と
て
も
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

だ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
、
根
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
も

そ
も
『
発
心
集
』
の
構
想
に
は
、
「
日
本
仏
法
の
創
始
」
「
民
間
仏
教
の
創

始
」
「
山
岳
仏
教
の
創
始
」
を
担
う
三
人
を
以
て
、
「
日
本
の
仏
法
の
原
基

的
構
造
」
と
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
榔
想
と
は
、
明
ら
か
に
異
質
な
も

の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
、
既
に
前
稿
で
の
考
察
が
、
多
少
な
り
と
も
解

五

答
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
『
発
心
集
』
は
、
聖
徳
太
子
で

も
行
基
で
も
役
行
者
で
も
な
く
、
玄
賓
を
説
話
世
界
の
巻
頭
に
置
い
て
い

る
。
続
け
て
、
平
艦
・
千
観
・
増
賀
・
南
筑
紫
と
並
ぶ
小
説
話
群
は
、
遁

世
者
達
の
歴
史
叙
述
を
志
向
す
る
と
と
も
に
、
南
都
・
天
台
山
門
・
天
台

寺
門
・
真
言
の
仏
法
の
価
値
を
そ
れ
ぞ
れ
相
対
化
し
、
以
て
本
朝
仏
法
史

の
裏
を
行
く
か
の
観
が
あ
る
。
一
方
、
こ
の
巻
頭
説
話
群
で
鎖
仰
さ
れ
る

人
物
の
中
で
、
た
だ
一
人
飛
び
抜
け
て
古
い
時
代
の
玄
賓
が
、
い
わ
ば
〈
境

界
離
脱
者
の
祖
〉
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
見
や
す
い
道
理
で

も
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
視
野
に
入
れ
て
烏
敵
的
に
展

望
す
る
と
、
『
発
心
集
』
所
期
の
構
想
は
、
『
今
昔
』
の
提
示
す
る
三
つ
の

「
創
始
」
に
加
え
て
、
本
朝
に
お
け
る
「
遁
世
者
仏
教
の
創
始
」
あ
る
い

は
「
隠
者
仏
教
の
創
始
」
と
い
う
一
項
を
、
新
た
に
設
け
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
を
問
う
試
み
は
、
こ
こ
ま

で
で
終
わ
る
。
や
や
飛
服
し
た
論
述
と
な
っ
た
憾
は
残
る
が
、
『
今
昔
物
語

集
』
の
構
想
と
の
懸
隔
を
意
識
化
す
る
こ
と
が
、
『
発
心
集
』
の
〈
仏
法
〉

観
に
迫
る
姥
径
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
本
朝
仏
法
の
全

体
像
を
描
こ
う
と
す
る
『
今
昔
』
の
、
よ
く
考
え
ら
れ
た
構
想
・
構
成
を

比
較
対
照
と
す
る
こ
と
で
、
〈
逓
世
者
説
話
集
〉
を
志
向
す
る
『
発
心
集
』

の
特
異
性
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
『
発
心
集
』
は
、
必



ず
し
も
全
体
が
か
っ
ち
り
と
構
造
化
さ
れ
た
説
話
集
と
は
言
い
難
い
が
、

少
な
く
と
も
そ
の
巻
頭
部
に
示
さ
れ
る
説
話
集
編
成
の
所
期
の
構
惣
は
、

当
時
既
に
〈
権
問
〉
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
、
院
政
期
に
お
け

る
我
が
国
の
仏
法
の
ほ
ぼ
全
体
を
相
対
化
し
、
そ
の
彼
方
に
い
ま
一
つ
の
〈
仏

法
〉
と
し
て
「
道
世
者
仏
教
」
「
隠
者
仏
教
」
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と一宮
こ
の
よ
う
な
立
場
に
依
る
編
者
が
、
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
に
つ

い
て
、
格
段
の
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
本
稿
の
最
初

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
発
心
集
』
が
鏑
仰
す
る
遁
世
者
逮
は
、
「
社
会
的

存
在
と
し
て
の
仏
教
、
つ
ま
り
現
実
の
寺
社
勢
力
」
と
し
て
の
〈
仏
法
〉

を
厭
離
し
、
遠
因
流
浪
あ
る
い
は
山
林
隠
棲
を
選
ん
だ
人
々
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
本
朝
の
〈
仏
法
〉
が
、
聖
徳
太
子
の
創
始
以
来
、
民
間
仏
教
・

山
岳
仏
教
を
含
め
て
多
様
化
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と
根
付
い

て
い
る
こ
と
の
確
認
や
、
説
話
に
よ
る
史
的
展
望
・
叙
述
と
い
っ
た
行
為

は
、
編
者
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
〈
我
が
事
に
非
ず
〉
で
あ
っ
た
に
違
い
な

ま
と
め
に
替
え
て
|
|
補
足
と
展
望

説
話
が
な
い
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
、
と
き
に
不
毛
な
空
論
に

終
わ
る
こ
と
は
、
よ
く
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
2

に
み
た
よ
う
に
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
優
婆
塞
の
不
在
に
つ
い
て
は
、
や

は
り
一
度
は
考
え
て
お
く
価
値
が
あ
っ
た
と
思
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
と
の

比
較
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
『
発
心
集
』
の
構
想
は
、
本
朝
へ
の
仏

法
伝
来
と
定
着
の
過
程
を
歴
史
的
に
展
望
し
た
り
、
現
在
時
に
至
る
仏
法

の
隆
盛
を
逐
一
確
認
し
て
い
く
と
い
っ
た
営
為
と
は
、
か
な
り
異
質
な
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
『
今
昔
』
が
同
じ
く
巻
第
十
一
で
展
開
す

る
〈
寺
院
建
立
話
群
〉
に
重
な
る
話
柄
が
、
『
発
心
集
』
に
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
と
い
う
事
実
と
も
呼
応
し
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て

簡
単
に
事
実
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
次
稿
へ
の
展
望
を
得
て
お
き
た
い
。

ま
ず
興
福
寺
に
例
を
と
る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
巻
第
十
一
第
十
四

話
「
淡
海
公
、
始
造
山
階
寺
語
」
の
末
尾
を
、
「
惣
ベ
テ
仏
法
繁
昌
ノ
地
、

此
所
ニ
過
タ
ル
ハ
無
シ
。
本
、
山
階
ニ
造
リ
タ
リ
シ
堂
ナ
レ
パ
、
所
ハ
替

レ
ド
モ
山
階
寺
ト
ハ
云
也
ケ
リ
。
亦
、
興
福
寺
ト
云
フ
、
是
也
ト
ナ
ム
」

と
結
ぶ
。
と
こ
ろ
が
『
発
心
集
』
は
、
巻
頭
の
玄
賓
説
話
で
「
山
階
寺
」

と
い
う
古
称
を
用
い
な
が
ら
、
そ
の
名
前
の
由
来
を
通
じ
て
興
福
寺
草
創

の
昔
に
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
興
福
寺
は
い
わ
ば
所
与
の

前
提
と
し
て
、
玄
賓
と
対
峠
す
る
形
で
立
ち
現
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
寺
の

繁
昌
さ
え
も
が
、
「
寺
ノ
交
ヲ
コ
ノ
マ
」
な
い
玄
賓
か
ら
「
世
ヲ
厭
心
」
を

引
き
出
す
契
機
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
『
発
心
集
』
に
も
「
興
福
寺
ノ
方
ニ
ハ
、
人
ヲ
ホ
ク
居
コ
ゾ

-

t
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リ
テ
、
イ
ミ
ジ
ウ
ニ
ギ
ヤ
カ
ナ
リ
」
と
い
っ
た
記
述
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
宗
門
の
繁
昌
を
言
祝
い
で
い
る
か
に
読
め
る
こ
の
一
条
は
、

巻
第
八
第
十
一
話
「
聖
党
・
永
朝
、
離
レ
山
ヲ
、
住
ニ
南
都
一
-
事
」
の
中
の
も

の
で
、
実
は
「
心
ス
ナ
ホ
ナ
ラ
ヌ
」
「
聖
党
」
と
い
う
僧
が
、
「
人
多
キ
所

ニ
テ
、
思
フ
サ
マ
ニ
成
出
ン
事
ハ
キ
ハ
メ
テ
難
シ
」
と
、
良
か
ら
ぬ
心
を

発
す
契
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
型
発
は
「
人
ズ
ク
ナ

ニ
テ
、
物
サ
ピ
シ
キ
様
」
に
見
え
た
東
大
寺
の
方
を
居
所
と
す
る
が
、
最

期
に
は
「
サ
マ
ザ
マ
罪
フ
カ
キ
相
ド
モ
ア
ラ
ハ
レ
テ
」
惑
死
を
遂
げ
た
と

い
う
。
こ
の
話
の
場
合
、
寺
の
殴
賑
の
描
写
は
「
仏
法
繁
昌
ノ
地
」
と
し

て
賛
辞
の
対
象
と
な
る
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
愚
か
な
僧
の
出
世
欲
・
打

算
と
い
っ
た
悪
心
を
引
き
出
す
機
縁
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
説
話
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
も
、
『
発
心
集
』
の
〈
仏
法
〉
観
が
窺
わ
れ
る
こ

と
を
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

次
に
も
う
一
例
、
『
今
昔
物
語
集
』
が
〈
寺
院
建
立
話
群
〉
の
回
目
頭
に
据

え
る
東
大
寺
に
つ
い
て
み
て
も
、
基
本
的
に
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
前
節

で
、
行
基
に
即
し
て
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
発
心
集
』
は
院
政
期
の
修
造
や
再

建
時
の
開
眼
供
養
に
つ
い
て
は
語
る
も
の
の
、
そ
れ
を
機
に
天
平
の
創
建

に
つ
い
て
説
き
及
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
他
書
に
み
ら
れ
る
「
聖

武
天
皇
の
御
願
争
ふ
べ
き
寺
な
け
れ
ば
」
(
平
家
物
語
)
と
い
っ
た
よ
う

な
表
現
を
付
し
て
、
国
王
勅
願
寺
院
と
し
て
特
別
視
す
る
こ
と
も
な
い
し
、

五
四

そ
の
大
仏
を
「
コ
ト
ニ
ハ
南
浮
第
一
ノ
備
ト
開
ル
」
(
雑
談
集
)
と
鎮
仰

す
る
こ
と
も
な
い
。
む
し
ろ
『
発
心
集
』
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
巻
第

七
第
十
話
「
阿
閣
梨
実
印
、
大
仏
供
養
ノ
時
、
滅
レ
罪
ヲ
事
」
な
ど
に
、
端

的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

四
百
字
に
も
満
た
な
い
短
章
の
説
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
貴
賎
道

俗
、
カ
ズ
シ
ラ
ズ
参
リ
集
ル
」
大
仏
供
養
の
盛
儀
の
中
で
、
「
大
夫
阿
閑

梨
実
印
」
と
い
う
僧
が
「
理
極
分
ヲ
コ
ソ
一
遍
」
繭
ん
だ
と
い
う
一
事
に

よ
っ
て
「
無
始
ノ
罪
防
、
悉
滅
」
し
た
こ
と
が
、
「
勧
進
ノ
聖
」

H
重
源
の

夢
を
通
し
て
印
象
深
く
語
ら
れ
る
。

東
大
寺
再
建
に
功
を
遂
げ
た
重
源
が
、
本
話
の
生
成
・
伝
承
に
ど
う
関

わ
っ
た
か
の
詮
索
は
措
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
話
柄
の
存
在
が
、
『
発
心

集
』
の
特
徴
を
形
作
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
遥

か
古
代
に
〈
王
法
〉
の
鹿
護
下
に
確
立
し
た
〈
仏
法
〉
が
、
東
大
寺
再
建

に
よ
っ
て
確
実
に
受
け
継
が
れ
、
本
朝
の
仏
法
繁
国
が
約
束
さ
れ
る
と
い

っ
た
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
開
眼
供
養
の
儀
を
目
の
当
た
り
に
し
た
群
衆
の

中
の
一
個
人
が
、
「
ツ
ネ
ヨ
リ
モ
信
ヲ
コ
リ
テ
・
:
」
得
脱
す
る
こ
と
の
方
に

重
き
を
お
い
て
諮
る
の
が
、
『
発
心
集
』
と
い
う
説
話
集
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
説
話
の
三
つ
後
に
置
か
れ
た
巻
第
七
第
十
三
話
「
斉
所
権

介
成
消
/
子
、
住
ニ
高
野
一
-
事
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
説

経
『
か
る
か
や
』
の
原
型
の
一
と
も
目
さ
れ
る
本
話
は
、
『
発
心
集
』
中
屈



指
の
長
編
で
あ
る
が
、
そ
の
全
て
の
発
端
は
、
尾
張
国
の
富
者
の
嫡
子
だ

っ
た
主
人
公
が
「
東
大
寺
ノ
大
仏
供
養
ノ
年
、
二
十
二
三
計
ニ
テ
、
父
母

ニ
相
具
シ
テ
詣
」
で
て
、
そ
の
時
に
「
心
ノ
中
ニ
ツ
ヨ
ク
道
心
」
を
発
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
一
話
も
ま
た
、
東
大
寺
再
興
の
晴
の
儀
や
、
そ

の
後
の
寺
の
栄
枯
云
々
よ
り
も
、
個
人
の
発
心
を
明
ら
か
に
優
先
し
て
語

る
点
で
、
ま
さ
に
『
発
心
集
』
の
説
話
と
成
り
了
せ
て
い
る
観
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
東
大
寺
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
巻
第
二
第
二
話
に
、
白

河
院
が
永
観
を
別
当
に
抜
招
し
、
寺
の
修
理
に
あ
た
ら
せ
た
と
い
う
話
が

あ
り
、
〈
王
法
〉
と
〈
仏
法
〉
の
関
係
を
考
え
さ
せ
る
材
料
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
諮
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の

伝
え
る
国
家
を
挙
げ
て
の
一
大
事
業
と
し
て
の
寺
院
創
建
な
ど
と
は
、
ほ

ど
遠
い
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
余
人
の
予
想
を
よ
そ

に
院
の
付
嘱
を
受
諾
し
た
永
観
は
、
「
コ
ト
ヤ
ウ
ナ
ル
馬
ニ
乗
テ
、
彼
コ
ニ

ヰ
ル
ベ
キ
程
ノ
時
料
、
小
坊
師
ニ
持
セ
テ
」
と
い
っ
た
異
相
で
寺
に
通
い
、

三
年
間
で
よ
う
よ
う
修
造
を
遂
げ
る
が
、
功
成
る
や
す
ぐ
に
別
当
職
を
辞

し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
結
局
、
院
と
永
観
が
「
能
々
人
ノ
心
ヲ
合
セ
タ
ル

シ
ワ
ザ
ノ
様
」
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
こ
で
〈
治
天
の
君
〉
と
一
僧

徒
と
の
、
個
的
な
関
係
に
基
づ
く
東
大
寺
復
興
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

は
、
大
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
次
稿
以
降
で
の
論
及
を
予
定
す
る
も
の
だ
が
、
総
じ
て
『
発
心

『
発
心
集
』
の
仏
法
と
王
法

(
2
)

集
』
に
お
い
て
〈
王
法
〉
は
、
そ
の
主
体
と
さ
れ
る
天
皇
あ
る
い
は
上
皇
・

法
皇
と
、
そ
の
働
き
か
け
を
受
け
る
僧
・
貴
族
・
官
人
ら
と
の
聞
に
成
り

立
つ
、
個
人
と
し
て
の
関
係
性
を
軸
に
把
握
さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
傾
向
が

つ
よ
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
と
は
編
者
の
天
皇
・
上
皇
観
と
も
関
わ
り

巻
頭
の
玄
賓
説
話
以
下
、
巻
第
五
第
八
話
「
中
納
言
顕
基
、
出
家
、
飽
居
/

事
」
、
或
い
は
巻
第
六
第
三
話
「
場
川
院
蔵
人
所
/
衆
、
奉
レ
慕
-
一
主
上
斗
、

入
海
ノ
事
」
な
ど
な
ど
、
考
察
す
べ
き
説
話
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
の

永
観
東
大
寺
復
興
説
話
も
そ
の
一
環
と
し
て
、
改
め
て
検
討
・
理
解
す
べ

き
事
例
と
な
る
だ
ろ
う
。
白
河
院
と
永
観
以
外
、
ま
っ
た
く
余
人
の
関
知

し
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
個
人
と
個
人
と
の
信
頼
関
係
が
成
立
し
、
そ
れ
に

全
面
的
に
依
拠
す
る
こ
と
で
〈
王
法
〉
が
〈
仏
法
〉
を
支
え
た
と
す
る
本

話
の
伝
承
は
、
す
ぐ
れ
て
『
発
心
集
』
的
な
説
話
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る

が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
次
稿
以
降
で
は
『
発
心
集
』
の
〈
王
法
〉
観
の
分
析
に
も
、
歩

を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

【
註
記
】

※
テ
キ
ス
ト

|
l本
稿
で
引
用
し
た
本
文
は
、
以
下
の
諸
世
に
依
っ
た
。

・
『
発
心
謹
|
|
大
曾
根
章
介
・
久
保
田
博
編
『
崎
長
明
全
集
』
所
収
「
慶

安
四
年
根
本
」
(
貴
重
本
刊
行
会
/
二
O
O
O年
五
月
)
。
た
だ
し
「
玄
賓
」

「
平
燈
」
の
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
『
神
宮
文
庫
本
」
や
周
辺
史
料
を
参

|
|
聖
徳
太
子
・
行
基
・
役
行
者
の
不
在
|
|

五
五



観
し
て
訂
し
た
。

・
『
今
昔
物
語
集
』
|
|
池
上
掬
一
校
注
『
今
昔
物
語
集

新
日
本
古
典
文
学
大
系
お
/
一
九
九
三
年
五
月
)
。

・
『
雑
談
集
』
|
|
山
田
昭
全
・
三
木
紀
人
校
注
『
雑
談
集
』
(
三
弥
井
書
庖

中
世
の
文
学
/
一
九
七
三
年
九
月
)
。

・
『
平
家
物
語
』
|
|
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
枝
注
『
平
家
物
語
上
』
(
岩

波
書
庖
新
日
本
古
典
文
学
大
系
“
/
一
九
九
一
年
六
月
)
。

・
『
宝
物
集
』

l
l小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・
小
島
孝
之
・
木
下
資
一
校
注
『
宝

物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
』
(
岩
波
書
庖
新
日
本
古
典
文
学
大

系
羽
/
一
九
九
三
年
一
一
月
)
。

一
一
一
』
(
岩
波
書
庖

(
l
)
 
前
田
雅
之
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』
(
笠
間
書
院
/
一
九
九
九
年
十

月
初
版
第
一
刷
)
八
三
|
八
四
頁
。

黒
田
俊
雄
『
寺
社
勢
力
』
(
岩
波
新
書
/
一
九
八

O
年
)
に
依
る
。

黒
田
氏
前
掲
書
に
依
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
と
『
発
心
集
』
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
築
瀬

一
雄
氏
の
「
今
昔
物
語
と
発
心
集
|
|
直
接
的
関
係
の
否
定
|
|
」
(
早

稲
田
大
学
『
国
文
学
研
究
』
復
刊
一
七
/
一
九
五
八
年
三
月
。
後
に
、
築

瀬
氏
『
発
心
集
研
究
』
/
一
九
七
五
年
五
月
に
再
録
)
に
尽
く
さ
れ
て
い

る。前
田
氏
前
掲
在
九
六
頁
。

藤
本
徳
明
「
四
天
王
寺
」
(
角
川
書
庖
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
/
一

九
八
六
年
十
月
)
に
依
る
。

三
木
紀
人
校
注
『
方
丈
記
・
発
心
集
』
(
新
潮
社
新
潮
日
本
古
典
集
成
/

一
九
七
六
年
十
月
)
一
四
一
頁
頭
注
に
よ
る
。

『
中
外
抄
』
上
七
八
、
久
安
四
年
(
一
一
四
八
)
五
月
二
三
日
条
参
照
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
『
聖
徳
太
子
、
建
天
王
寺
梧
第
二
十
一
」
。

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

五
六

〈
叩
)

(
H
)
 

(
臼
)

(
日
)

(
M
)
 

(
日
}

(
凶
)

(
げ
)

『
雑
談
集
』
第
三
巻
「
五
愚
老
述
懐
」
。

『
平
家
物
語
』
巻
第
二
「
山
門
滅
亡
堂
衆
合
戦
」
。

注
〈

9
)
に
同
じ
。

『
宝
物
集
』
巻
第
一
「
第
八
子
が
宝
」
。

『
今
昔
物
語
謹
巻
第
十
一
「
役
優
婆
塞
、
踊
持
呪
、
駆
鬼
神
話
第
三
」
。

『
平
家
物
語
』
巻
第
一
『
額
打
論
」
。

注
(
叩
)
に
同
じ
。

補
足
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
説
話
と
似
た
発
想
は
、
神
宮
文
庫
本
に
の
み
採

ら
れ
て
い
る
「
新
羅
大
明
神
、
僧
ノ
発
心
ヲ
悦
ピ
給
フ
事
」
に
も
指
摘
で

き
る
。
こ
ち
ら
の
説
話
で
は
、
山
門
と
寺
門
の
対
立
抗
争
の
果
て
に
、
焼

き
払
わ
れ
た
三
井
寺
の
現
状
を
憂
え
る
僧
に
対
し
、
夢
の
中
に
『
イ
ミ
ジ

ク
悦
ピ
タ
ル
御
気
色
」
で
顕
現
し
た
新
羅
明
神
は
、
「
法
誠
ノ
菩
提
心
ヲ

起
テ
、
無
極
ノ
道
心
ヲ
墜
メ
タ
ル
僧
一
人
有
」
る
こ
と
を
告
げ
た
と
い
う
。

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
「
思
想
的
に
時
代
が
下
る
」
(
新
聞
水
緒
氏
)
と

の
指
摘
が
あ
り
、
後
補
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
そ

う
だ
と
し
て
も
、
『
発
心
集
』
の
構
想
と
抵
触
す
る
性
格
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
は
苦
言
ι
ょ
う
。
|
|
新
聞
水
緒
「
流
布
本
『
発
心
集
』
成
立
試

論
」
(
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
』
第
七
集
/
清
文
堂
一
九

九
七
年
十
月
)
参
照
。

『
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む
ね
ひ
ろ
・
本
学
教
授
)


